
聖和学園短期大学・キャリア開発総合学科には9つの系
(学びの領域)と30以上のユニット(関連性の深い科目群
のセット)があります。

科目選択は多様で柔軟性が高く個々人の希望の学びの実現に貢
献しています。

今回の発表では、司書資格を取得する/取得した学生の進路に
おける課題について取り上げます。

短期大学における司書資格取得と図書館員としての就労支援への取組み

聖和学園短期大学 キャリア開発総合学科 永野 篤



司書は都道府県や市町村の公共図書館等で図書館資料の選択、
発注及び受け入れから、分類、目録作成、貸出業務、読書案内
などを行う専門的職員です。

(文部科学省 https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/gakugei/shisyo/index.htm)

以下の科目の単位修得が必要です

◆甲群（必修：11科目22単位）

生涯学習概論（2）
図書館概論（2）
図書館情報技術論（2）
図書館制度・経営論（2）
図書館サービス概論（2）
情報サービス論（2）
児童サービス論（2）
情報サービス演習（2）
図書館情報資源概論（2）
情報資源組織論（2）
情報資源組織演習（2）

◆乙群（選択：下のうちから2科目2単位）

図書館基礎特論（1）
図書館サービス特論（1）
図書館情報資源特論（1）
図書・図書館史（1）
図書館施設論（1）
図書館総合演習（1）
図書館実習（1）
※（）は単位数。



聖和学園短期大学・キャリア開発総合学科「系」と名
付けられた9つの専門的領域の一つに「司書」がある。

国家資格としての司書は在学中に取得可能である一方
職業としての司書は都道府県や市町村の図書館で働く
ことを指している。比較的狭き門であり、公務員と
なってから図書館配属を待つ者や、会計年度任用雇用
であってもそれを選択する者もいる。

学生の進路選択としては正規雇用が望ましいと考える
立場もある。一方、本が好きで図書館での仕事につい
て一通り学び、環境の厳しさについても納得した上で
やはりその道に進みたいと強く志向する若者の熱意に
対して応えていくことは、地域のニーズと時代の流れ
に沿った地域総合科学科という形態の学科にとって取
り組む意義のあることと考えられる。

これらを踏まえ、司書として働く卒業生を取材し
その情熱の根源や仕事へのやりがい、更には大学
として更に支援すべき課題を検討します。



本学科においては司書を専攻的に学ぶ者はその科目
群ならびに認定絵本士や文学など似た傾向の科目群を
選択することが多い。
実際の仕事の場面では一般公務員となってから後に

図書館配属となる例もあるため公務員、或いは、その
他の「系」を学習する者も多い。



司書養成科目を開講している大学は152、短期大
学は41で、聖和学園短期大学は短大として宮城県
で唯一の機関である。(文部科学省)

年間10,000程度が新たに資格を取得していると想
定される(レファレンス共同データベース 2000年)が実際に司書になる
者は少数にとどまる。

本学科の定員は150名であり、そのうちの20人以
上が資格を取得するが、司書の仕事に就く者は多く
て数人程度にとどまる。

写真は大崎市図書館(宮城県)

図書館サービス向上委員会
https://www.libsil.library.ne.jp/04-miyagi-osaki-library/

聖和学園短期大学 Webによる公開情報より。その他資格も多数あります。



図書館司書を勉強志望の
きっかけ、時期は？
思いの強さは？

司書取得は図書館での就
職に直結すると思ってい
たのか？

短大で学びながら
進路をどのように
考えていたのか？

図書館司書
を選択

図書館司書
以外を選択

調査内容 入学前～在学期間～卒業後

左 入学前・直後の司書科目の案内動画
キャリア開発総合学科


